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◎クロマグロの資源管理について

■ 太平洋クロマグロは、日本をはじめ各国で漁獲してきた結果、資源が激減したことから、中部
太平洋まぐろ類委員会（ＷＣＰＦＣ）での国際合意に基づき、親魚資源量を回復させるため、
「30㎏未満の小型魚を2002～2004年平均漁獲実績の半分までしか獲らない」、「３０㎏以
上の大型魚は2002～2004年の平均漁獲実績から増加させない」という漁獲量の上限を設定す
るなど厳しい資源管理措置に取り組むこととなった。

■ これを受け、日本の漁業者は、一本釣り漁業を含め全ての漁法で厳しい資源管理に取り組んで
おり、平成３０年７月から海洋生物資源の保存及び管理に関する法律に基づく漁獲可能量（ＴＡ
Ｃ）管理が行われ、令和２年１２月以降は改正漁業法に基づいてＴＡＣ管理が行われている。

※ＴＡＣとは、Ｔｏｔａｌ Ａｌｌｏｗａｂｌｅ Ｃａｔｃｈ（ 漁獲可能量）の略。
魚種ごとに漁獲できる総量を定めることにより資源の維持・回復を図る資源管理の一手法。
北海道に関する魚種では、サンマ、スケトウダラ、スルメイカ、マイワシ等８魚種で実施中。

資源の種類 管理の対象となる期間 漁獲可能量
クロマグロ小型魚
（30㎏未満）

令和４年４月 1日から

令和５年3月31日まで

12.8トン

クロマグロ大型魚
（30㎏以上）

319.6トン

【令和４管理年度 当初における北海道漁獲可能量】



◎クロマグロの遊漁について

■国の考え方
クロマグロについて、国際的な資源管理措置に基づき、漁業者に対し厳格な数量管理

を実施しており、遊漁者についても、漁業者の取組に準じた協力をこれまでも求めてき
たが、資源管理の実効性を確保するため、遊漁についても一定の管理を行う必要性が生
じ、令和3年6月から広域漁業調整委員会指示による規制を導入した。

■令和４年度広域漁業調整委員会指示の概要

（１）くろまぐろ（小型魚）の採捕の制限
遊漁者による小型魚の採捕を禁止。意図せず採捕した場合は直ちに海中に放流しなけ

ればならない。

（２）くろまぐろ（大型魚）の採捕の制限
ア １人１日あたり１尾を超えて大型魚を保持してはならない。大型魚を保持した者が
別の大型魚を採捕した場合は、直ちに海中に放流しなければならない。

イ 遊漁者が大型魚を採捕した場合は、重量等を報告しなければならない。

ウ 委員会会長は、大型魚の採捕が漁獲可能量制度に基づく、くろまぐろの資源管理の
枠組み又は遊漁者による資源管理の取組に支障を来すおそれがあると認めるときは、
期間を定め、遊漁者による大型魚の採捕を禁止する旨、公示する。










